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１．会報の発行に当たって ご挨拶 

近畿情報技術教育研究会  

会長  辻   強 志  

（和歌山県立田辺工業高等学校） 

 

令和 7 年度近畿地区情報技術研究会会報の発行にあたり、近畿各府県の会員校並びに関係者

の皆様におかれましては、本研究会へのご理解とご支援を賜りましたことにお礼申し上げます。 

 

本会の今年度の取り組みとしましては、令和 7年 7月 11日に京都先端科学大学を会場に総会

及び研究協議会が開催されました。研究協議会では本校 情報システム科 木下和之教諭より「プ

ログラミングが苦手な生徒に向けた取り組み～プログラムを読む力と理解の向上～」をテーマ

として、実践報告をいただきました。同じく８月には学校法人小山学園 専門学校 東京テクニカ

ルカレッジで開催された全国情報技術教育研究会第 53回全国大会（東京大会）においても実践

と成果について発表していただきました。また、10 月にはオンラインにて理事会を開催し、協

議・情報交換を行わせていただきました。 

 

さて、本年度は新学習指導要領における「情報 I」が大学入学共通テストに導入される初年度

にあたり、我が国の情報教育史における大きな節目の年となりました。 

「DX ハイスクール」をはじめとする国の支援事業によりハード面の整備が進む一方で、現場の

教員には、多様化する生徒の学力層や進路希望に応じた、より高度で実践的な指導力が求められ

ております。特に、生成 AI等の技術革新が加速する社会情勢においては、単にツールを使いこ

なすだけでなく、その仕組みを論理的に理解する思考力が不可欠です。 

こうした情勢下において、本研究協議会で木下教諭よりご報告いただいた「プログラミングが苦

手な生徒への取り組み」は、まさに現場が直面している課題の核心を突くものでありました。高

度な IT人材の育成が叫ばれる中、ともすれば取り残されがちな生徒に対し、いかにして「分か

った」「動いた」という原体験を保障するか。これは「誰一人取り残さない教育」を実現する上

で、極めて重要な視点であります。 

 

本会報には、変化の激しい時代にある中、研究協議や情報交換を通して生徒たちの確かな学び

を支えようとする会員皆様の熱意と創意工夫、各校の魅力化や特色化に向けた取り組みの実践

や成果、さらには教育課題を含めた情報を共有し、日々の教育活動の糧としていただければ幸い

です。 

 

最後に、近畿地区情報技術研究協議会の会員校の皆様におかれましては、今後とも本会へのご

理解とご支援をお願いして、巻頭のご挨拶といたします。 

 

 

 

 

会報・地区だより/01%20H29近情研会報（はじめに）.pdf
会報・地区だより/01%20H29近情研会報（はじめに）.pdf
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２． 近畿情報技術教育研究会 会則 

    １.名  称 

 第１条 本会は、近畿情報技術教育研究会と称する。 

     本会は、事務局を会長の在任校におく。 

 

    ２.目的と事業 

 第２条 本会は、高等学校における情報技術教育の振興と会員の資質向上を目指し、 

     相互の連絡と親睦をはかることを目的とする。 

 第３条 本会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。 

(1)情報技術教育に関する教育課程、教育内容，指導法の研究。 

(2)施設、設備についての研究及びその充実についての相互協力。 

(3)講習会、研究会、見学会などの開催。 

(4)その他、本会の目的達成に必要な事項。 

 

    ３.構  成 

 第４条 本会の会員は次のとおりとする。 

     全国情報技術教育研究会に加入する近畿地区の高校、教育機関の長及び教職員。 

 第５条 本会に次の役員をおく。その任期は２年とする。 

(1)会 長  １名 

(2)副会長  １名 

(3)理 事 若干名 

(4)監 事  ２名 

 (5)書 記    １名 

(6)会 計    １名 

 第６条 役員は会員の中から次の方法で選出する。 

 (1)会長、副会長及び監事は理事会において選出し、総会の承認を経て決定する。 

 (2)理事・書記・会計は、総会において選出する。 

 第７条 役員の任務はつぎのとおりとする。 

 (1)会長は本会を代表し、会務を総括する。 

 (2)副会長は会長補佐し、会長事故あるときは、その職務を代行する。 

 (3)理事・書記・会計は、理事会を構成し事業計画、予算、決算などの立案ならびに 

事業の執行にあたる。 

 

    ４.会  議 

 第８条 通常総会は年一回開催し、次の事項を審議する。 

 (1)事業報告および、決算の報告。 

 (2)事業計画および予算の審議 。 

 (3)役員の選出および承認。 

 (4)その他、必要と認められた事項。 

特に必要があるときは、理事会の決定により、臨時総会を開くことが出きる。 

 第９条 理事会は，必要に応じて会長がこれを招集する。 

 

    ５.会  計 

 第 10条 本会の会計年度は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 第 11条 本会の経費は会費、補助金、その他の収入をあてる。 

 第 12条 本会の会費は、次のとおりとする。 

 (1)通常会費は、2,000円とする。 

 (2)特に必要と認めるときは、総会の承認を経て、臨時会費を徴収することができる。 
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６.会  則 

 第 13条 本会則を変更するときは、総会の決議を経なければならない。 

 

７.付  則 

(1)本会則は、昭和６３年４月１日より実施する。 

(2)詳細については細則にてこれを定める。 

(3)会則５条(5)(6)、６条(2)、７条(3)に書記・会計を追加。 

               平成６年７月１日より実施。 

(4)会則１２条(1)の会費 2,000円を 4,000円に改正。 

               平成７年４月１日より実施。 

(5)会則１２条(1)の会費 4,000円を 2,000円に改正。 

               平成２４年４月１日より実施。 

(6)会則１２条(1)の会費 2,000円を徴収しないに改正。 

               平成２５年４月１日より実施。 

(7)会則１２条(1)の徴収しないを会費 2,000円に改正。 

               令和８年４月１日より実施。 

 

  近畿情報技術教育研究会 細則 

 第１条  会長、副会長、監事は各府県の輪番制とし、輪番順序は次のとおりとする。 

① 兵庫工業 ⑤ 西脇工業 ⑨ 星翔 

② 奈良商工 ⑥ 姫路工業 ⑩ 彩星工科 

③ 神戸工業 ⑦ 王寺工業 ⑪ 田辺工業 

④ 常翔学園 ⑧ 科学技術   

 第２条 会長、副会長、監事は当番府県で推薦する。 

 第３条 会長は、全国情報技術教育研究会副会長を兼務し、事務局長は全国情報教育技術研究会 

     理事を兼務する。 

 第４条 理事は各府県より１名選出する。 

 

  平成２３年度第１回理事会における申し合わせ事項 及び 平成２９年度第２回理事会における変更 

   １ 研究協議会研究発表のローテーションは以下の順番とする。なお、○は全国発表。 

開催年度   開催年度  

平成２３年度 ○京 都 和歌山 令和 元年度 ○滋 賀 

２４年度 ○和歌山 奈 良 ２年度 未開催 

２５年度 ○奈 良 滋 賀 ３年度 ○和歌山（WEB開催） 

２６年度 ○滋 賀 兵 庫 ４年度 ○奈 良 

２７年度 ○兵 庫 和歌山 ５年度 ○滋 賀 

２８年度 ○和歌山 奈 良 ６年度 ○兵 庫 

２９年度 ○奈 良  ７年度 ○和歌山 

３０年度 ○兵 庫  ８年度 ○奈 良 

 以降、上記の順で繰り返す。なお希望する学校があれば適宜追加する。 
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 参考 近情研役員についての確認事項（敬称を略します） 

 ※令和７年度についてはローテーション変更のタイミングにより以下のとおりとする。 

 1)会長校の当番府県は会則細則第１条参照  令和 6･7年度は和歌山県  8･9年度は兵庫工業 

 2)総会の会場当番府県は、会長校が担当  和歌山県立田辺工業高等学校 山口 司 

 3)総会の議長は次期会長府県の理事  兵庫県立兵庫工業高等学校 中山 慶一 

総会の副議長は次次期会長府県の理事  奈良県立王寺工業高等学校 辻村 吉信※ 

 4)総会の司会は会長校の理事   和歌山県立田辺工業高等学校 山口 司 

 5)前、前々会計（又は事務局）は監事  兵庫県立兵庫工業高等学校 中山 慶一※ 

         奈良県立王寺工業高等学校 辻村 吉信  
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３．令和７年度事業報告 
１．理事会 

  近畿情報技術教育研究会 (近情研) 

   第１回 理事会 令和７年 ７月１１日（金） １２：３０～１３：００ 

           京都先端科学大学 

   第２回 理事会 令和７年１０月１７日（金） １６：００～１６：３０ 

           オンライン会議にて開催 

  全国情報技術教育研究会 (全情研) 

   第１回 理事会 令和７年 ５月２９日（木） 出席：会長（辻 強志）、事務局（木下 和之） 

さいたま市宇宙劇場（埼玉県さいたま市大宮区錦町 682-2） 

   第２回 理事会 令和７年 ８月 ７日（木） 出席：会長（辻 強志）、事務局（山口 司） 

           学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

（東京都中野区東中野 4-2-3） 

 

 ２．第３６回近畿情報技術研究会 総会および研究協議会 

   （１）日 時 令和７年 ７月１１日（金） １３：３０～１６：５０ 

   （２）場 所 京都先端科学大学 

   （３）担当校 和歌山県立田辺工業高等学校 

 

 ３．近情研 教員研修・施設見学 

（１）教員研修 「グローバル社会で活躍できるエンジニアを育てる工学部」 

   京都先端科学大学 入学センター 担当課長 酒井 信吾 様 

（２）教員発表 「プログラミングが苦手な生徒に向けた取り組み 

    ～プログラムを読む力と理解の向上～」 

   和歌山県立田辺工業高等学校 木下 和之 

   （３）日 時 令和７年 ７月１１日（金） １５：００～１６：５０ 

   （４）場 所 京都先端科学大学 

 

 ４．全情研 全国大会 第５３回 東京大会 

（１）日 時 令和７年 ８月７・８日（木・金） 

（２）場 所 学校法人小山学園 専門学校東京テクニカルカレッジ 

   （東京都中野区東中野 4-2-3） 

（３）事務局 東京都立科学技術高等学校 

   近畿代表発表 ： 和歌山県立田辺工業高等学校 

情報システム科  木下 和之 

発表題目「プログラミングが苦手な生徒に向けた取り組み 

  ～プログラムを読む力と理解の向上～」 
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 ５．全情研 夏季研修会 

   （１）研修項目 「Arduino UNO R4で学ぶ組込み技術」 

   （２）日 時 令和７年 ８月２０日（水）～ ８月２１日（木）   

   （３）場 所 工業教育会館（東京都千代田区飯田橋 2-8-1）  

 

 

６．全情研 第４５回全国高校生プログラミングコンテスト 

（１）課 題 テーマ  「CHaserOnline2025」 

（２）課題仕様発表  令和 ７年 ５月下旬より、順次発表 

（３）申し込み期日  令和 ７年 ５月３０日（金）～ ８月１２日（火） 

（４）課題提出期限 

第１次予戦：令和 ７年 ８月１８日（月）～ ８月２９日（金）１９：００ 

第２次予戦：第１次予戦を通過したチームは、令和 ７年 ９月１２日（金）までに 

上位クライアントを担当校に提出する。 

（５）大  会    令和 ７年１１月１４・１５日（金・土） 

（６）会  場    日本工業大学 （埼玉県南埼玉郡宮代町学園台４－１） 

 

７．近情研 生徒表彰 

情報技術系の優良生徒に対し表彰を実施（各校１名） 

 

 ８．会報の発行 

令和８年３月に令和７年度３７号を全国情報技術教育研究会ホームページにて掲載 
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４-1． 近畿情報技術教育研究会生徒表彰規定 

（目 的） 

第１条 本研究会の目的を達成するために生徒表彰を実施する。 

（対 象） 

第２条 本研究会に属する高等学校の3学年に在籍する生徒を対象とし、 

表彰候補生は、原則として各学校1名とする。 

（表彰の基準） 

第３条 表彰は次の各号に該当する生徒について、会長が認める個人に対して行う。 

１．情報技術に関する学習の成績が特に優れている生徒 

２．情報技術に関する資格取得またはコンテスト等において著しい成果をあげた生徒 

３．在籍中、情報技術に関する学習に励み、他の模範となる生徒 

（表彰生徒の決定） 

第４条 表彰生徒の決定は、学校長からの推薦を受けて会長が行う。 

（表彰の授与） 

第５条 表彰状の授与は、原則として当該生徒の卒業時に行う。 

（庶 務） 

第６条 表彰に関する事務は、事務局において行う。 

付 則 

1. 本規定は平成19 年12月20日より実施 

 

備 考 

表彰状の文面について 

表彰状の文面については特に規定はないが、平成 19年度（初年度）の文面を以下に示す。 

 

表彰状（段落）学校名（段落）科名（段落）氏名（段落） 

あなたは高校三年間にわたり情報技術に関する勉学によく精励されました今後のご活躍を祈念しここに 

表彰致します 

（段落）発行年月日（段落）近畿情報技術教育研究会長（段落）○○○○会長 
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４-2． 近畿情報技術教育研究会生徒表彰候補者推薦等について（依頼文書） 
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６．全国情報技術教育研究会全国大会発表資料 

プログラミングが苦手な生徒に向けた取り組み 

～プログラムを読む力と理解の向上～ 

和歌山県立田辺工業高等学校 

情報システム科 木下 和之 

 

１ はじめに 

 本校は 1963 年（昭和 38 年）、和歌山県南部の

田辺市に開校し、情報システム科、機械科、電気電子

科の 3 つの専門学科があり、それぞれの特色を活か

した工業教育を展開している。「ものづくりは人づく

り」を校訓に、生徒たちは日々学業に励んでいる。し

かし、少子化の影響や普通科志向により、入学者数は

年々減少傾向にある。そこで、情報システム科では、

その特色や魅力を発信し、入学希望者の増加を目指

している。取り組みの一環として、情報システム科の

生徒を対象にアンケートを実施し、その結果に基づ

いた取り組み内容について報告する。 

 

２ 概要 

 情報システム科の２・３年生を対象に実施した「プ

ログラミングは得意ですか」というアンケート（図

１）では、「苦手」と回答した生徒は 44％と４割を

超えた。また、「苦手」または「あまり得意ではない」

と回答した生徒は全体の 85％にのぼり、多くの生徒

がプログラミングに対して苦手意識を持っているこ

とが明らかになった。これまでもプログラムは苦手

だと言っている生徒は認識していたが、アンケート

の結果で明確となり、これまでの授業の展開方法で

は、プログラミングを理解し楽しさを感じること出

来ないと考え、実習の内容と展開・指導方法を検討し

実施した。 

3 年生の実習で「Python でのゲーム開発」、2 年

生の実習では「ESP-WROOM32を活用した IoT実

習」で行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ アンケート結果（その１） 

 

３ 内容 

プログラミングが苦手な理由の一つとして、プロ

グラム全体を把握できず、個々のコードを覚えるだ

けの作業になっているのではないかと考えた。3 年

生の実習「Python でのゲーム開発」では、教材と指

導手順、指導方法

を検討した。普

段、生徒がスマー

トフォンでゲー

ムや SNS アプリ

ケーションを利

用している様子

が見受けられる

が、それらがプログ

ラムによって動作

しているという認

識していない点に

着目した。 

最初に、ゲームア

プリケーション（以

下、ゲームアプリ）を実際に起動させ、ゲームの開始

から終了までの動作する順番、画面やキャラクター

の動き、操作方法についてプログラムを意識しなが

らプレイをさせた。  

プログラミングは得意ですか 
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次に、関連する基本的なプログラムを順番に学習

し、応用問題を段階的に取り入れながら、個々のプロ

グラムの理解を深めさせた。生徒のレポートには「課

題をしていくと、だんだん出来るようになり、楽しく

なってきました。」といった前向きな意見もあった。 

基本的なプログラムを学習した後、最初に体験し

たゲームアプリのプログラムと資料（各行解説付き）

を配布し、画像の変更や動作の変更を指示し、プログ

ラム全体を理解させた。生徒からは「後半になるにつ

れ内容は難しくなってきて、プログラムも長くなっ

てきて心が折れそうになったけど、ヒントをきっか

けに理解でき、ゲーム作成に近づいている気がして

『やるぞ』という気持ちになりました。」という感想

が寄せられた。後半はいくつかのサンプルゲームプ

ログラムを配布し、それらを参考に自身の技量に合

ったゲームアプリの作成に取り組ませた。生徒から

は「ゲーム作成していると、どんどんアイデアは浮か

んでくるけど時間が足らず、プログラムのどこを変

えたり増やせばいいかがわからず断念した内容はた

くさんありました。でも最終的には自分の納得でき

るゲームが完成し、苦手ながらも最後までやり終え

た達成感がすごくありました。」といった意見があっ

た。作成したゲームの説明する際、顔の表情からは達

成感が伺えた。 

次に、2 年生実習「ESP-WROOM32 を活用した

IoT 実習」では、プログラムを読む力と全体を理解す

る力の向上を検討した。実習の展開としては、まず

IoTの具体的な使用例として、市販されている IoTカ

メラ（スマートカメラ）や IoT コンセントなどの動

作を確認させ、IoT への興味関心を促し、その動作が

プログラムとどのよ

うに結びついている

のか説明を行った。

しかし、3 年生の実

習とは異なり、生徒

たちはあまり興味を

示している様子が無かった。つぎに、プログラム全体

の概要説明と、変更が必要な箇所の説明を行った後、

Arduino IDEを用いてプログラミングと書き込み手

順について解説した。さらに、ESP-WROOM-32と

タブレット PC を無線ルーターに接続し、タブレッ

ト PC から LEDの点滅を制御する実習を行った。実

習の中盤になる

と、徐々に理解で

きるようになり、

少しずつ興味を持

つ生徒も確認でき

た。 

後半は、ロボッ

トアームの制御を

行った。タブレッ

トPCの操作画面

でロボットアー

ムが実際に動作

した瞬間、生徒た

ちの表情が変わ

った。この時点に

なると、生徒たちはプログラム全体を読み取る力を

身につけており、理解も深まっていた。そのため、少

ない指示でも自ら対応できる生徒も見られた。生徒

からは「プログラム変更はとても大変でしたが、プロ

グラムの役割を理解し変更できたので、理解度は上

がったと感じました。」といった意見があった。 

レポート作成では、プログラムの各行の解説を AI

（Microsoft Copilot）を活用して行うよう指導した。

生徒は、AI による解説結果を参考にしながら、実際

の動作とプログラムの関係を考察し、解説書を作成

した。生徒からは、「分からなかったことは自分で調

べ、理解するように努力した。このような経験を重ね

た結果、プログラムに関する知識が広がった。」との

意見があり、プログラム理解に効果があった。 

 

 

３ まとめ 

 プログラミングに苦手意識を持つ生徒に対して、

ゲームアプリや IoT など、日常的に使用している身

近な題材をテーマとして設定した。３年生の実習で

は、ゲームアプリを題材とすることで、生徒の意欲や

関心を引き出しながら、プログラム全体の構造の理

解を目標に取り組んだ。生徒からは「苦手ながらも最
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後までやり終えた達成感がすごくありました」とい

う声もあり、一定の効果があったと考える。2 年生

の実習では、IoT を題材にプログラムを読む力と全

体の理解を目標に取り組んだ。しかし、生徒は IoTに

あまり関心が無く、プログラムも少し長くなり難易

度が高く、興味や関心が薄れる傾向が見られた。中に

は少しずつ興味を示す生徒も確認でき、生徒からは

「プログラムの役割を理解し変更できたので、理解

度は上がったと感じました」という意見があり、少し

は効果があったと考える。 

アンケート結果（図２）によると、「苦手な科目は

どれですか」という質問に対し、「プログラミング技

術」「ハードウェア技術」「ソフトウェア技術」が上位

に挙げられた。教科書を用いたプログラミング学習

に対して苦手意識を持つ生徒が多いことが分かる。

特に 1 年生で初めて学習するプログラミングの基礎

では、専門的な単語や語句が多く、特に英語に苦手意

識を持つ生徒にとってはハードルを高くしていると

考える。また、これまで学習してきた普通教科とは違

うため理解しにくいものとなっているのではないか

と考える。 

今後は、１年生の最初に、これから学習するプログ

ラミングが、身近にあるプログラム（ゲームアプリ）

の動作に関係があることを丁寧に説明し、並行して

工業技術基礎の実習のテーマに、中学校で学習して

きたプログラミング学習に沿った内容で、動作とプ

ログラムの関係が理解出来るような内容で学習を進

める。それにより、苦手意識が改善されるのではない

かと考える。 

 
図２ アンケート結果（その２） 
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７． 各府県報告 

 兵庫県 活動報告（令和７年度） 

兵庫県立兵庫工業高等学校 

情報技術科 中山 慶一 

 

１．概要 

兵庫県教育委員会が策定する「ひょうご教育創

造プラン（兵庫県教育基本計画）」では、重点テー

マとして「『絆』を深め、『在りたい未来』を創造

する力」の育成を掲げています。この方針のもと、

工業科においても生徒一人ひとりの興味・関心や

進路希望に応じた学びが選択できるよう、学ぶ時

間帯や学習スタイルに応じて全日制・定時制・多

部制の各課程を設置するなど、多様で柔軟な教育

環境の整備がされています。工業に関する学科を

設置する高等学校は、県立 14校・市立 3校・私

立 1校の計 18校となっています。 

会員校は、神戸工業高等学校、兵庫工業高等学

校、神戸市立科学技術高等学校、彩星工科高等学

校、西脇工業高等学校、小野工業高等学校、姫路

工業高等学校の 7校で、変更はありません。 

また、同委員会が発表した令和 8年度公立高等

学校生徒募集計画では、前年度と比較して全日制

課程の募集定員が 160人減となり、少子化の影響

を反映した内容となっています。さらに、「県立高

等学校教育改革第三次実施計画」に基づき、学校

の魅力化や適正規模・配置の見直し、統合再編を

進めていますが、高校授業料無償化等の社会情勢

の変化を踏まえ、次期再編計画の公表は令和 8年

度以降に延期されています。 

こうした教育環境の変化を踏まえ、工業高校の

特色ある教育活動や魅力について、中学校や企業、

地域に対し、これまで以上に積極的な情報発信を

図っていく必要性が高まっています。 

 

２．令和７年度報告 

【ひょうご工業教育フェア】 

今年度は、10月 25日（土）・26日（日）に、

ものづくりや技能をテーマとしたイベント「技能

グランプリ＆フェスタ 2025」と併催で「ひょう

ご工業教育フェア」が開催されました。 

会場では、本学科を含む県内の工業高校が日頃

の学習成果や課題研究の内容を紹介する展示を行

ったほか、来場者が体験できるワークショップや、

デザイン系学科によるファッションショーなど多

彩な企画が実施され、工業高校の教育内容やもの

づくりの魅力について理解を深めていただく機会

となりました。 

また、別日程で「ひょうご高校生ロボット競技

大会」も開催され、自走式ロボットの部・リモコ

ン式ロボットの部に本学科の生徒が部活動の一員

として参加しました。他校生徒と競い合うことで、

技術力の向上と交流の促進につながる有意義な大

会となりました。 

 

【課題研究】 

本校情報技術科では、今年度１月中旬に課題研

究発表会を実施しました。発表会には１・２年生

も参加し、先輩の研究内容を参考にしながら、自

身のテーマ選択につなげています。今年度の主な

研究内容は以下のとおりです。 

・動画編集、文字ＰＶ制作 

・モーションキャプチャーを活用したゲーム 

開発、動作解析、映像制作 

・Unityによる各種ゲーム制作（３Ｄアクシ 

ョン、ＲＰＧ、ＦＰＳ、シミュレーション等）  

・Zabbix、Grafanaを用いた監視基盤の構築 

・Live2Dによるアニメーション制作 

・Blenderを用いた３Ｄモデリング 

・３Ｄプリンターによる作品制作 

・自動販売機の製作 

・水耕栽培システムの自動化 

・マイコンカー製作 

・スピーカー製作 

・プロジェクションマッピング 

・ＤＴＭおよびミュージックビデオ制作 など 

Unityによるゲーム開発や、Blender・Live2D

を活用した映像制作、さらに電子工作やシステム

構築まで、多様な分野にわたりものづくり活動に
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幅広く取り組んでいます。また、マイコンカー製

作を選択した生徒が マイコンカーラリー近畿地

区大会に出場しました。結果はマシントラブルに

より予選敗退となりましたが、試行錯誤しながら

機体性能の向上に取り組み、ものづくりの難しさ

と達成感を実感する貴重な経験となりました。 
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 奈良県 活動報告（令和７年度） 

奈良県立王寺工業高等学校  

情報電子工学科 辻村 吉信 

１ 概要 

奈良県における会員校は奈良県立奈良商工高等学

校と奈良県立王寺工業高等学校の２校で昨年度と

変わりありません。 

 

2 令和 7年度報告 

【奈良商工高等学校】 

（１）奈良県産業教育フェア  11月８日 

  （奈良県庁前）  パネル展示 

（２）インターンシップ 

   2年生 3０名参加  県内企業など 

（３）企業等との連携授業（企業・大学見学） 

大阪工業大学 ９月１１日 

大阪電気通信大学 1１月１０日 

（４）奈良県内の学校・地域との連携事業 

高校生によるプログラミング教室 

（小学生対象） 

8月と２月に計 2回、ロボットを用いたプログラ

ミング教室を実施 

   中学校への出前授業 

    奈良市内の中学校でロボットを用いた 

プログラミング授業を実施 

   奈良市の子育て支援施設での催し 

     ロボットプログラミング教室を実施 

     （未就学児対象） 

ロボットソフト組込み実技指導講習 

 職業能力開発協会より講師を招聘 

   帝塚山大学模擬授業 

 ネットワークについて模擬授業を受講 

   情報配線施工の実技指導講習 

(株)ミライト・ワンより講師を招聘 

 （５）各種検定・資格・競技大会 

奈良県高校生ロボットソフト組込み競技 

大会 5月 4日 （情報研究部） 

若年者ものづくり競技大会 

香川県高松市 ８月２日～８月５日 

 （６）高等学校 DX加速化推進事業 

 ・iOS用アプリ開発実習の導入 

 ・自律型のロボット製作授業  

 ・デジタルものづくり Lab.  など 

【王寺工業高等学校】 

奈良県産業教育フェア  11月 8日 

（奈良県庁前回廊）  

  スマート育成ゲーム（おうじっち）の製作 

アーケードゲームの製作 

  ロボットソフト組込み職種への 

大会出場に向けた技術の向上 

企業連携実習・電子回路製作技術の向上 

           （作品・パネル展示） 

インターンシップ 12月 9～12日 

2年生 59名参加   

  県内・外の企業や教育委員会、保育施設 

  などの協力を得て実施 

企業等との連携授業（社会人講師） 

出前授業「夢を叶えるお金の使い方」 

5月 28日 2年生全員 

ホンダテクニカルカレッジ関西 

  ものづくりマイスターWEBデザイン講習 

   ８月２7～29日 １・２年生１7名 

   奈良県職業能力開発協会 

  企業連携実習 9月～11月 各 6回 

2年生 計１8名 

株式会社アズマ（生駒郡三郷町）より 

   講師を派遣していただき、2 年生実習でデ

ィジタル時計の製作とソフトウェア 

開発する 

     ロボットソフト組込み実技指導講習 

                  （情報処理部） 

職業能力開発協会より講師を招聘 

   知的財産権出前授業 9月 17日 1年生 

    日本弁理士会関西会より講師1名を招聘 

奈良県内の学校・地域との連携事業 

  奈良市小学生キッズホリデークラブ 

    「高校生によるプログラミング教室」 

8月・1月計 2回（情報処理部） 

      Micro:bitプログラミング教室 

  3年課題研究 奈良養護学校との連携 

   「車椅子に乗って使える電動台車の製作」 

  昨年度の交流会において要望があり、製作に

取り組んだ 

 奈良県自動車販売店協会主催 

「未来の車を題材とした絵画コンクール」 

10月 12日 （情報処理部） 

小学生の最優秀作品を本校生徒が 3Dプリンタで
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立体化を行い、授賞式にて受賞者に贈呈された 

第 35回奈良技能フェスティバル 

11月 23日 （奈良県庁前回廊） 

    アーケードゲーム体験 

各科作品・紹介映像展示 

社会とつながる実学教育の推進事業 

大学・企業バス見学 

 12月 15日 1年生 

 大阪電気通信大学 寝屋川キャンパス 

（株）ＭＳＴコーポレーション（生駒市） 

県内企業魅力発見事業 

高校生企業訪問バスツアー 2年生 

1月 27日 ニッタ（株）・河村繊維（株） 

1月 29日 大徳食品（株）・ 

（株）きんでん大和高田 

（５）各種競技大会 

奈良県高校生ロボットソフト組込み競技 

大会 5月 4日 （情報処理部） 

 第 20回若年者ものづくり競技大会 

  ロボットソフト組込み職種 

   香川県高松市 8月 3・4日 

          （情報処理部） 

第 3回全国情報教育コンテスト 

3年生 4名が介護支援ロボットの製作をし、3月

14 日に行われるコンテストの出場に向けて応募

した 

ロボットアイデア甲子園大阪大会 

    大阪府泉大津市 10月 5日 

    1・2年生 2名 

 （６）高等学校 DX加速化推進事業 

   デジタルファブリケーションスペースの 

更なる充実と技能五輪全国大会への出場 

を目指してロボットの製作を行った 
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 和歌山県 活動報告（令和７年度） 

和歌山県立田辺工業高等学校 

情報システム科  山口 司 

 

１ 概要 

本校は、機械科、電気電子科、情報システム科

の専門学科があります。それぞれの学科で、基礎・

基本を大切にしながらも、社会の変化に適応でき

る技術教育を実践することで、「ものづくりスペシ

ャリスト」の育成に努めています。また、紀南地

域唯一の工業高校として県内外の産業界をはじめ、

生徒は様々な分野でスペシャリストとして活躍し

ています。「時・場・礼を大切にし、自ら学び・考

え・行動できる産業人の育成」を本校教育方針と

し、「ものづくりは人づくり」をモットーに教育活

動を展開しています。 

今年度は、実習の新しいテーマとして、VR・IoT

に関する実習を取り入れ、IoTは 2年生を対象に、

VR は 3 年生を対象に行っています。来年度から

は、人工衛星の制作および AI ロボットの活用に

ついて新たな研究を行っていく予定です。 

 

2 令和 7年度報告 

①第8回U-16プログラミングコンテスト和歌山

大会 

  
図 1 大会の様子 

令和 7年 11月 8日に本校情報システム科棟に

て、地域の中学生 8名が参加し、対戦型ゲームプ

ラットフォーム（CHaser）で、各自が作成したプ

ログラムで対戦しました。優勝者は東京で行われ

た全国交流大会へ出場し、昨年度に引き続き本年

度も 3位入賞と好成績を収めました。大会の様子

は以下の URLからご覧になれます。 

https://www.youtube.com/watch?v=AAS0

005lp9A 

 

 

 

 

 

②課題研究報告会 

 
図 2 発表の様子 

令和 8年 1月 21日、3年生が課題研究で取り

組んだ「生成 AI についての学習およびそれを用

いた各種メディア制作」や「小中学校と連携した

プログラミング指導」など、1 年間の成果を科内

で報告しました。 

③令和 7年度若年者技能者人材育成支援等事業

「ものづくりマイスターによる実技指導」 

和歌山県職業能力開発協会の協力で、ものづく

りマスターに来ていただき、技能検定（電子機器

組立、シーケンス制御）の技能指導、実習等のプ

ログラミング技術指導を行っていただきました。 

④第 3 回ドローンプログラミングチャレンジ in

白浜 

 
図 3 大会の様子 

令和 8年 1月 31日、2月 1日にクオリティソ

フト株式会社で開催され、本校から 2年生 2名が

出場しました。トイドローンをプログラムによっ

て制御し、様々な課題を自動でクリアしていく内

容になっており、今回は大阪府からの出場を含め、

全 9校で競技を行いました。残念ながら本校はす

べての課題をクリアできずに終わりましたが、そ

の悔しさも生徒たちにとって貴重な体験となり、

次年度でのリベンジを誓っていました。大会の様

子は以下の URLからご覧になれます。 

https://www.youtube.com/watch?v=vgmUtjl

l3yE（1日目） 

https://www.youtube.com/watch?v=27X2yo

q6eWQ（2日目） 

https://www.youtube.com/watch?v=AAS0005lp9A
https://www.youtube.com/watch?v=AAS0005lp9A
https://www.youtube.com/watch?v=vgmUtjll3yE
https://www.youtube.com/watch?v=vgmUtjll3yE
https://www.youtube.com/watch?v=27X2yoq6eWQ
https://www.youtube.com/watch?v=27X2yoq6eWQ
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8．全情研発表ローテーション 

  平成１３年度まで 

   滋賀県と大阪府・市、兵庫県・神戸市と京都府・市、奈良県と和歌山県 

   ２件ずつ ３年ローテーションの発表 

  

 平成１４年度から大阪の退会に関連して 

年 全情研発表 近情研のみ 年 全情研発表 近情研のみ 

平成１４ 京都 和歌山 平成２２ 兵庫 京都 

１５ 和歌山 奈良 ２３ 京都 和歌山 

１６ 奈良 滋賀 ２４ 和歌山 奈良 

１７ 滋賀 兵庫 ２５ 奈良 滋賀 

１８ 兵庫 和歌山 ２６ 滋賀 兵庫 

１９ 和歌山 奈良 ２７ 兵庫 和歌山 

２０ 奈良 滋賀 ２８ 和歌山 奈良 

２１ 滋賀 兵庫    

 

平成２９年度より全情研・近情研発表を１件ずつ ４年ローテーションの発表 

年 発表 年 発表 

平成２９ 奈 良 令和 ４ 奈 良（WEB開催） 

３０ 兵 庫 （滋賀と入れ替え） ５ 滋 賀 

令和 元 滋 賀 ６ 兵 庫 

２ 
未開催 

（新型コロナウィルス感染予防のため） 
７ 和歌山 

３ 和歌山（WEB開催） ８ 奈 良（予定） 

 

 

 現在、近情研の会員は全情研に会費を支払っているか、もしくは全情研の会誌に名前が掲載されている近畿

の学校が全情研の発表になるので、大阪府・市と京都府・市も発表ローテーションに含まれる。 

ただし、現状は近畿情報技術教育研究会 総会でのローテーションを基本にしている。 
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９． 近情研研修報告 

  令和７年度 施設見学および講義 

日  時 令和 ７年 ７月１１日（金） １５：００～１６：５０  

場  所 京都先端科学大学 

講義内容 「グローバル社会で活躍できるエンジニアを育てる工学部」 

講  師 京都先端科学大学 入学センター 担当課長 酒井 信吾 様 

参 加 者 ８名 

  

 

１０． 会員校の異動について 

現在の会員校数（全情研ホームページより） 

滋賀県   県立 ２校             

京都府   府立 １校  市立 ０校 

大阪府   府立 ０校  私立 ３校 

兵庫県   県立 ５校  市立 １校  私立 １校 

奈良県   県立 ２校 

和歌山県  県立 １校  

    合 計     １６校  
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１１． 近畿情報技術教育研究会 会員校一覧【令和７年２月２８日現在】 

 
学 校 名 

郵便番号  住 所 電話番号 

設  置  学  科 FAX番号 

1 常翔学園高等学校 
535-8585 大阪府大阪市旭区大宮 5-16-１ 06-6954-4435 

普通 06-6953-9497 

2 星翔高等学校 

566-0022 大阪府摂津市三島 3-5-36 06-6381-0220 

普通・国際・機械工学・電子機械工学・電気工学・ 

コミュニケーションシステム工学 
06-6383-4822 

3 兵庫県立神戸工業高等学校 
652-0863 兵庫県神戸市兵庫区和田宮通 2-1-63 078-651-2811 

機械・電気・建築・情報技術 078-651-2812 

4 兵庫県立西脇工業高等学校 
677-0054兵庫県西脇市野村町 1790 0795-22-5506 

電気・機械・総合技術・ロボット工学 0795-22-5507 

5 兵庫県立姫路工業高等学校 
670-0871 兵庫県姫路市伊伝居 600-1 079-284-0111 

機械・電気・工業化学・デザイン・溶接・電子機械 079-284-0112 

6 兵庫県立兵庫工業高等学校 

652-0863 兵庫県神戸市兵庫区和田宮通 2-1-63 078-671-1431 

機械工学・電気工学・電子工学・総合理化学・建築・ 

都市環境工学・ﾃﾞｻﾞｲﾝ・情報技術 
078-671-1435 

7 神戸市立科学技術高等学校 
651-0072 神戸市中央区脇浜町 1-4-70 078-272-9913 

機械工学・電気情報工学・都市工学・科学工学 078-272-9919 

8 彩星工科高等学校 
653-0003 兵庫県神戸市長田区 5番町 8-5 078-575-0230 

機械・電気・情報技術・機械電子・普通 078-578-4402 

9 奈良県立王寺工業高等学校 
636-0012 奈良県北葛城郡王寺町本町 3-6-1 0745-72-4081 

機械工学・電気工学・情報電子工学 0745-32-9878 

10 奈良県立奈良商工高等学校 

630-8031 奈良県奈良市柏木町 248 0742-33-0293 

機械工学・建築工学・情報工学・情報ビジネス・ 

観光ビジネス・総合ビジネス 
0742-33-9647 

11 和歌山県立田辺工業高等学校 
646-0021 和歌山県田辺市あけぼの 51-1 0739-22-3983 

機械・電気電子・情報システム 0739-22-9920 
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編集後記 

今年度は近情研にとって大きな転機となる１年間であり、まずは京都先端科学大学にご協力いただき、進

路学習も含め近情研理事会および総会を開催させていただきました。施設案内の中では、英語で授業を行っ

ている様子も見せていただき、グローバルな視点での人材育成に注力しているのがよく伝わってきました。 

また、全情研の発表として、「プログラミングが苦手な生徒に向けた取り組み～プログラムを読む力と理解

の向上～」をテーマに、本校情報システム科の木下教諭に発表していただきました。子供たちがプログラミ

ングのどのような点に苦手意識を持つのか、それをどのような方法で和らげることができるのかを考察・実

践した内容になっており、様々な学校の課題解決に役立つ発表となりました。 

しかし、滋賀県立国際情報高等学校・大阪電気通信大学高等学校・兵庫県立小野工業高等学校の３校の退

会により加盟校が減少、現状のままでは業務が立ち行かなくなるため、事務局ローテーションの変更を余儀

なくされる事態となり、県単位ではなく学校単位のローテーションに変更するなど、議論を重ねることも多

くありました。 

 

最後になりますが、今年度も無事に会報誌３７号（令和７年度）が完成しました。最後の任期にこれだけ

の大仕事を片付けられたのも、偏に他府県の理事の先生のご協力の賜です。会誌への寄稿を含め、この場を

借りて改めてお礼申し上げます。 

 

令和８年度より予算不足解消のため、近畿情報技術教育研究会の会費を徴収する形になりますが、工業情

報技術の教育に携わっておられる先生方の情報交換を総会・研修会にて行って参りますので、今後もご参加

頂きますようお願い致します。 

 

次年度の近情研事務局は兵庫県立兵庫工業高等学校となります。 

令和８年度も引き続き、本研究会の活動をよろしくお願い申し上げます。 

 

2026（令和 8）年 3月    

 

和歌山県立田辺工業高等学校  

情報システム科  山口 司  


